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はじめに 
 

 地下水観測は、農業用地下水の適正な利用や地盤の安定性の確認などに重要な

ものです。しかし、観測施設の主体である地下水観測井・観測孔に土砂の堆積や

目詰まりなどの障害が生じると、正確な地下水位が観測できず、観測データが本

来の地下水位とは異なる場合があります。 

 観測井・観測孔の再設置や新設は簡単にはできません。このため今使っている

観測施設の障害が大きくなる前に対処し、正確なデータを得られるようにしてお

くことが重要です。 

 本資料では、農業地域における地下水観測施設を少しでも長く正常に使うため

のヒントとなる情報を２編に分けて整理しました。この手引きでは地下水観測施

設の管理者向けに要点をまとめました。また別冊の参考資料では地下水に関する

基礎知識や実務で参考になるような詳細な情報を紹介しています。 

 本資料が、地域に応じて地下水観測施設を長期間にわたり活用するための参考

となれば幸いです。 
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1. 地下水とうまく付き合うコツ（地下水位観測の意義） 
 

 地下水位は農業用水の揚水などの地下水利用に伴って低下し、地下水の枯渇

や地盤沈下などの影響をもたらすことがあります。 

 地下水を安心して使うためには、地下水位に異常がないか監視して、地下水

の量に注意していくことが大変重要です。地下水の量の変化を地下水位により

監視する、これが地下水とうまく付き合うコツです。 

 

 農業用の水源として使っている地下水が少なくなっていったり、枯渇したりす

ると、農業生産に支障が生じることがあります。また、地下水位の低下が引き起

こす地盤沈下は、農地の排水不良や施設の破損を招く恐れがあります。一方、地

下水位が高すぎると地表が冠水したり、地盤が緩んだりする場合があるので、適

切な高さに収まっていることが大事です。 

 このように、地下水位が大きく低下あるいは上昇する場合や、ゆっくりでも長

期に渡って変化する傾向がある場合は注意することが重要です。 

 地下水の量の変化を地下水位で監視して“問題が起きる前に地下水位で異常を

察知する”、これが地下水とうまく付き合うコツ（継続的に地下水位を観測（監視）

する意義）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下に柔らかい粘土層が分布する場所では、地下水を取り過ぎると地

下水位が低下した際に地盤沈下が生じることがあります。この写真は

地盤沈下で基礎杭が抜け上がった農業用倉庫です。 

 

図 1-1 地下水位の低下による障害の例 

 

約 1m の抜け上がりで
倉庫の下に空間がで
きています。 
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場所によって地盤の下がり方が
変わるため凸凹になる 

井戸 当初の 
地盤高 

（地盤沈下で地面が下がる） 

粘土層 

地下水の汲みすぎで、
地下水位が大きく低下 
 
⇒地盤沈下の発生 

砂・礫の層 

地下水位が大きく低下
すると、粘土層が収縮 

粘土層からの
水の絞りだし 

2. 本資料の利用を想定している地域 
 

 本資料は、農業用に地下水を利用する地域や、地盤沈下対策を行っている地

域、地下水の利用量が大きい農業用の大規模な地下ダムのある地域などで利用

されることを想定しています。これらの地域では、地下水の減少や地下水が関

わる障害の兆候を察知するために、地下水を観測し、地下水の動きに注意する

ことが重要です。 

 

【解 説】 

(1) 農業用に地下水を利用する地域 

 地下水は、平野部や中山間地

など、様々な地域で農業用に利

用されています。 

 

 

図 1-2 地下水を農業用の水源として使う地域 

 

(2) 地盤沈下対策を行っている地域 

 平野部の地下に柔らかい粘土層が分布する場所では、地下水位が大きく低下す

ると粘土層が収縮して地面が下がります。この現象を地盤沈下といいます。地盤

沈下が起こると、農地の排水不良や道路の凹凸、建物の亀裂や管の損傷などの問

題が生じることがあります。このため、国や自治体などの機関は、地下水位と地

盤沈下を観測するための専用の施設（観測井）を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 地盤沈下の起こり方（イメージ図） 
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(3) 地下ダム 

 地下ダムとは地下水を利用するために地中に遮水壁を設けて、利用できる地下

水の量を増やしたり、海水が混じった地下水の浸入を防止したりする施設です。

我が国では九州・沖縄地方で農業用の大規模な地下ダムが建設され、安定した農

業用の水源として地域の農業生産に大きく貢献しています。地下ダムでは、農業

用水の適切な取水や管理を行うために、地下水を観測しています。 

 

 

 

沖縄県宮古島市にある福里地下ダムは流

域 面 積 12.4km2 、 主 ダ ム 軸 の 長 さ

1,790m の地下ダムです。左の写真は、

ダム軸の中ほどで水位水質監視用に掘り

下げた場所の写真です。ダム堤体でせき

止められた貯水池のごく一部を見ること

ができます。 

 

図 1-4 農業用地下ダムの例（福里地下ダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主ダム軸 

貯水池の
一部 
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3. 地下水観測井・地下水観測孔 
 

 地下水観測井・観測孔は、地下水の状況を把握するために地中に開けた井戸

や孔で、ストレーナーを通じて管の内外を地下水が行き来できるようにしてい

ます。 

 

【解 説】 

 地中の地下水は、地表から直接は観測できないので、専用の観測施設（地下水

観測井、地下水観測孔）を設けて観測します。地下水位の位置は地面から地下水

位までの深度を測定することで分かります。地下水観測井や地下水観測孔は、地

下水を見るために“地中に設けた窓”と言えます。 

 地下水観測井や地下水観測孔は、地中に孔を開け、孔が崩れないように保孔管

という鋼管あるいは塩ビ管を中に入れた施設です。口径が比較的大きなものを観

測井、小さなものを観測孔と呼んでいます。例えば、地下水観測井は地盤沈下対

策のために、地下水観測孔は地下ダムの管理等のために設置されています。 

 保孔管の一部に地下水の通り道となるような穴やスリットを設けた部分を、有

孔管（有孔区間）やストレーナー（もしくはスクリーン）と呼びます。地下水は

ストレーナーを通じて観測孔※１の内外で繋がっていますので、観測孔の中の水位

から、その地点の地下水の状況を知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤沈下対策のための鋼管でできた地

下水観測井です。鋼管の左脇には大気

圧計が、写真では見えませんが鋼管の

中には水圧式水位計が設置されていま

す。 

 地下ダムの地下水観測孔です。道路脇

にあるため、ハンドホールの中に塩ビ

管の孔が設置されています。観測孔の

中に測定器を降ろしています。 

図 1-5 地中に設けた窓（地下水観測井、地下水観測孔） 

 

※１：この資料では主に観測孔を例に説明しています。  
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▽ 

掘削孔 

地下水の動き 
(観測孔の外と 
 中を行き来） 

保孔管(ケーシング) 

有孔管（ストレーナー、
スクリーン） 

有孔管区間の充填材 
（砂、砂利など） 

無孔区間の充填材 
（粘土、ベントナイ
ト、セメントなど） 

無孔管 

蓋 

観測目的の帯水層に合わせて有

孔管(有孔区間)を設定し、それ

以外の区間を無孔管(無孔区間)

にしています。掘削の口径を大

きくし、保孔管と地盤の間に充

填材を入れています。 地表面 

地下水位 

収納施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▽ 

掘削孔 

地下水の動き 
(観測孔の外と 
 中を行き来） 

水抜きパイプ 

石灰岩の帯水層に合わせて有孔

管を設定し、地表部等それ以外

の部分を無孔管にしています。

掘削の口径が小さい場合、充填

材を入れないことがあります。 

蓋 

遮水材 

充填材 
（砂など） 地下水位 

有孔管（ストレーナー、
スクリーン） 

保孔管 
(無孔管) 

地表面 

地表部の利用に支障が

生じないように、観測

孔の孔口を地下に埋設

しています。 

ハンドホールの蓋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 地盤沈下対策における地下水観測井の例 

（地表立ち上げ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1-7 地下ダムにおける地下水観測孔の例（地下埋設型） 

 

※１ 写真の出典：地下水調査のための観測孔の仕上げ方マニュアル（案）、著者：地温調査

研究会「地下水調査のための観測孔の仕上げ方」検討委員会

フィルター（丸
穴から観測孔内
への土砂の流入
を抑制します） 

開口穴(この例
では丸穴） 

(例)写真※１ 
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4. 地下水位の観測方法 
 

 地下水位の観測には、地表から地下水観測孔の中の水面までの深さを直接測

定する方法と、地下水観測孔の中のある深度から水面までの高さ（水圧）を測

定する方法の、大きく２種類があります。 

 

【解 説】 

 地下水観測孔中の水位の観測方法には、人力で測定器を上げ下げして管頭※１か

ら水面までの深さを直接測る手計（てばかり）測定と、水中に設置した水圧式水

位計によって水面までの高さ（水圧）の測定値を記録する自記測定の２つの方法

があります。 

 

表 1-1 地下水位の測定方法※２ 

測定対象 水面までの深さ 水面までの高さ（水圧） 

 

 

 

 

 

 

 

方 法 

 観測孔の管頭から測定器を下

ろし水面を検知した際の深さを

直接測定する方法です。測定する

度に人力で測定器を上げ下げし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あらかじめ観測孔内の水中に

測定器を設置しておき、測定器か

ら水面までの高さを水圧で測定

する方法です。データの記録装置

が付属している場合は、自動的に

測定した地下水面までの高さ（水

圧）が記録されます。 

 

 

 

 

 

測定機器

（市販の

事例） 

手計水位計 

 

 

 

 

 

 

 

水圧式水位計 

 

 

 

 

 

圧力センサーと記録装置の一体

型タイプ 

 

※１：管頭は観測孔の保孔管の最上端です。通常、地下水位を測定する際の基準とします。 

※２：測定機器の説明や地下水位測定で留意する事項は「参考資料 第２章地下水位の観

測」で紹介しています。 

地下水位 
水位 

センサー 

水面までの深さ 

管頭の位置 

地下水位 

水圧センサーの

吊り下げ材 

水圧センサー 

センサー位置 

水面までの高さ 

水位センサー 




